
農業委員（団体推薦）

元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等

1 稲光 進 男 56 農業 平成 29 7 18 〜

北九州市
東部農業
委員会委
員
北九州市
農業委員
会委員

令和 1 6 26 〜
北九州農
業協同組
合理事

〜

2 澤水 理佳 女 32 農業 平成 31 4 1 〜 農業 令和 5 7 18 〜
北九州市
農業委員
会委員

〜

3 各務 浩 男 64 農業 平成 2 4 1 〜 農業 令和 2 7 18 〜
北九州市
農業委員
会委員

令和 4 4 1 〜

北九州市
小倉南区
吉田土地
改良区副
理事長

4 古田 俊策 男 73
会社経営
農業

平成 26 7 18 〜

北九州市
東部農業
委員会委
員
北九州市
農業委員
会委員

平成 29 4 1 〜 平成 30 3 31
町内会副
会長

令和 3 4 1 〜

畑地区水
利組合理
事
同組合長

5 中村 眞一 男 70 農業 昭和 53 4 1 〜 平成 3 3 31
北九東部
農業協同
組合勤務

令和 2 4 1 〜 農業 令和 2 7 〜

北九州市
農業委員
会農地最
適化推進
委員

被推薦者(推薦を受ける者)

No
経歴① 経歴② 経歴③

氏名 性別
年齢
(歳)

職業 資格など



元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等

6 河内 一弥 男 70 農業 昭和 53 6 14 〜 平成 28 3 31
北九東部
農業協同
組合勤務

平成 28 4 1 〜 農業 令和 2 7 〜

北九州市
農業委員
会農地最
適化推進
委員

7 中村 治雄 男 69 農業 平成 21 7 18 〜

北九州市
東部農業
委員会委
員
北九州市
農業委員
会委員

平成 10 4 〜

北九州農
業協同組
合林産部
会長

〜

8 中谷 陽子 女 54 司法書士 平成 14 10 〜
中谷司法
書士事務
所

令和 2 7 18 〜
北九州市
農業委員
会委員

〜 司法書士

9 山田 泉 女 58 司法書士 平成 29 7 18 〜 令和 2 7 17

北九州市
西部農業
委員会委
員

令和 5 7 18 〜
北九州市
農業委員
会委員

〜 司法書士

経歴① 経歴② 経歴③
資格などNo 氏名 性別

年齢
(歳)

職業



元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等

10 川江 隆行 男 72 農業・漁業 令和 4 4 24 〜

朽網東地
区環境を
守る会監
査役

令和 6 5 26 〜
朽網生産
森林組合
組合長

令和 2 4 1 〜 令和 4 3 31

東朽網校
区自治連
合会副会
長

11 梛野 保博 男 76 農業 平成 24 7 18 〜

北九州市
東部農業
委員会委
員
北九州市
農業委員
会委員

令和 4 〜
平尾台観
光協会会
長

〜

12 清水 正人 男 64 農業 平成 30 5 〜 令和 1 5
福岡県指
導農業士
会会長

令和 2 7 〜 令和 6 7

北九州市
農業委員
会農地最
適化推進
委員

令和 6 7 〜
北九州市
農業委員
会委員

13 大庭 喜重 男 75 農業 昭和 43 4 1 〜 平成 3 1 30
北九州市
農協

平成 16 4 〜
若松受託
者部会部
会長

平成 22 7 〜 令和 4 6
北九州農
業協同組
合理事

経歴③
資格などNo 氏名 性別

年齢
(歳)

職業
経歴① 経歴②



元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等

14 大庭 美智子 女 74 農業 平成 25 4 1 〜

安屋中谷
環境を守
る会 会
計

〜 〜
福岡県農
薬指導士

15 竹内 輝壽 男 63 農業 昭和 56 9 1 〜
就農（専
業）

令和 5 7 18 〜 農業委員 〜

16 能間 勝則 男 53 農業 平成 4 4 1 〜 就農 〜 〜

17 岩男 徹 男 72 農業 平成 30 4 1 〜
唐熊下地
区農事組
合長

令和 2 4 1 〜
唐熊地区
水利組合
長

令和 5 4 1 〜
香月農事
組合副会
長

No 氏名 性別
年齢
(歳)

職業
経歴① 経歴② 経歴③

資格など



元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等 元号 年 月 日 ～ 元号 年 月 日 職名・役職等

18 木原 幹雄 男 65 農業 昭和 63 4 1 〜 平成 7 12

（株）イ
イヅカ
キャリー
サービス

平成 8 1 〜 就農 平成 29 〜 農業委員

19 山鹿 茂紀 男 73 農業 平成 24 4 1 〜 就農 令和 4 4 1 〜
下香月農
事組合長

令和 5 7 18 〜 農業委員

No 氏名 性別
年齢
(歳)

職業
経歴① 経歴② 経歴③

資格など



農業委員（団体推薦）農業委員（団体推薦）

推薦者(代表)

経営形態 営農年数 耕作面積 営農類型

1 兼業 27 20

露地野
菜
施設野
菜

地域農業の発展や耕作放棄地の解消、農地転
用の確認、鳥獣害対策、新規就農者への応援
など北九州市の農業の発展に貢献できたらと
思います。

非該当 なし
北九州農業協同組
合小倉支店農事組
合

副支部長 瓜生資識 農事組合の農業活動 75
北九州農業協同組
合小倉支店管内正
組合員

稲光進氏は、積極的に農業及び地域活動に参加
を行っております。JA北九小倉支店農事組合支
部長等色々な経歴を持ち、稲光氏に対する我々
の信頼も厚く、農業委員として最も適した人物
と考えます。

2 専業 7 660
水稲
施設野
菜

都市開発の進む地元に頻発する遊休農地の問
題や後継者不在による引き継ぎ問題の解決に
長期的に取り組みたいと考えたため。地元に
就農したことにより地利や水利を把握しやす
いため、地域に根付いた問題に多角的に取り
組んでいきながら、継続する農業に寄与した
いと考えている。

認定農業者 なし 中曽根東水利組合 濱中 興三 水利・防災管理 20 地域の農地所有者

澤水氏は地域農業と発展していく中、長期的な
都市開発及びそれにおける影響を鑑みながら次
世代に繋いでいける人材だと考えるため農業委
員として推薦する。高齢化が進む農業従事者の
中において若い視点から多角的に地域問題に取
り組む姿勢が適任だと考える。

3 専業 35 600 水稲

私は就農から35年専業農家としてやってきま
した。その目線から農家に寄り添った農業委
員の仕事が出来ると思います。その事を第一
に考え、行政、農協、土地改良区と連携し
て、農地の保全や集積、数少ない若手の担い
手の育成を行い、適切な農地運用のお手伝い
が出来るのではないかと考え申し込みまし
た。

認定農業者 なし
北九州市小倉南区
吉田土地改良区

坂井 準二
吉田地区の農業施
設の維持管理

100 農業者

農業委員3期目、土地改良区副理事長2期目、曽
根地区農事奨励員として、地区農業全体の維持
発展に能く貢献している。自らは認定農業者
（大規模耕作者）として率先して稲作栽培の指
導的役割を果たし、改良区副理事長として、吉
田地区の農業施設の維持改善を行政と協働して
行っている。本人認識の通り若手農業者の育成
と地域計画の創設と実行が課題と期待したい。

4 兼業 48 40 水稲

農業委員11年農業推進委員3年の経験を生か
し現状高齢化が進み後継者、耕作放棄地、苦
情が多い河川、水路、空気の問題が山積して
いる。今後も農事者が田畑の耕作がしやすい
ように農事者に積極的に耳を貸し事務所、農
政、まちづくり整備課とのパイプ役とし精進
してまいります。

非該当 なし 門司地区農事組合 白石 哲生
農事組合委員会の
開催

480 農業協同組合員

農業委員になられて地域の農業従事者の要望、
苦情を積極的に聞きアドバイスや情報を行政へ
の連絡調整等を一生懸命に行っている。これか
らも地域のために積極的に取り組んでくれる方
です。

5 専業 5 110 水稲

地区の担い手の減少、耕作放棄地の増加に対
し、これまでの農業経験を活かし農地利用や
調整を担い手の育成や地元農業の発展に貢献
したいため。

非該当 なし 門司地区農事組合 白石 哲生
農事組合委員会の
開催

480 農業協同組合員

中村氏はJAに勤め、退職後は地域農業に従事し
ております。今後の地域農業の発展に向けての
活動に高い意欲を持っていることから、農業委
員として強く推薦します。

構成員
数

構成員の資格・要件
推薦理由

（200字程度）
申込理由
（200字程度）

推進委員
への

応募状況
組織名 代表者名・管理者名

活動の主たる
目的

農業経営の状況
認定農業者No



経営形態 営農年数 耕作面積 営農類型

6 専業 12 190 水稲

私は、現在推進委員として二期目を遂行して
いますが、当地域の農業委員から次回より私
にやってほしいとの要請があり、推進委員か
らのステップアップと思い応募したのが第一
の理由です。また、当地域では農地の転用や
売買は少ないものの一番の問題は後継者問題
です。今後、遊休農地にならないよう作付等
に現就農者と対話をはかり取り組みます。

非該当 なし
北九州農協東部地
区西中支店管内農
事組合

吉本 保
北九州農協の農業
活動に従事

50 各集落の代表者

この方は元農協の職員で部長まで努めていた方
で、農家をする方の気持ちもわかり、人柄も良
く地域の方に頼られているので推薦したいと思
います。

7 専業 51 550 水稲

農業委員として17年間活動してきた中で、地
域農業にはまだ解決すべき課題が多く残って
おり、今後も自分の経験を生かして取り組み
たいと強く感じている。これまで培ってきた
知識や地域との信頼関係を生かし、農地だけ
でなく、人と人をつなぐ役割を担いながら、
次の世代につながる農業と地域づくりに、引
き続き貢献したいと考える。

認定農業者 なし
北九州農協東部地
区西中支店管内農
事組合

吉本 保
北九州農協の農業
活動に従事

50 各集落の代表者
地域で幅広く農家をしていてまじめで人柄も良
く頑張っているようで多くの人も推薦していま
す。

8

現在、農業委員として活動しており、農家の
方や同じ農業委員の方からも、農地に関する
様々な相談を受けてきました。また、農業委
員に選任される前から、司法書士業務の中
で、農地法の関係により、農業委員会の許
可・届出が必要な登記事案にに多く携わって
きており、農業委員の活動には大変興味があ
りました。私が農業委員に選任されました
ら、これまで蓄積してきた農地に関する知識
や経験を活かし、積極的に農業委員会の活動
に参加したいと考えています。

非該当 なし
福岡県司法書士会
北九州支部

中谷 陽子

北九州支部会員の
指導及び福岡県司
法書士会との連絡
調整に必要な事業
並びに市民への法
的サービスの拡
充、地域へ貢献す
るために必要な事
業を行うこと

160

福岡県司法書士会
に入会し、事務所
が北九州市・中間
市・遠賀郡にある
司法書士

被推薦者は福岡県司法書士会及び北九州支部の
様々な活動に積極的に参加しており、支部理事
の役職にも就いている。また、福岡県司法書士
会の相談センター及び法テラス北九州の登録相
談員でもあり、市民からの相談に幅広く対応し
ている。よって、農業委員として活動してくれ
ることも大いに期待できるため、支部理事会の
決定により推薦することとなった。

9

平成29年7月から3年間と令和5年7月から現
在まで農業委員として活動しております。毎
月の部会の他、研修会や懇親会にも参加し、
農業の現状を学び、農地に関する様々な相談
を受けてきました。私が農業委員に選任され
ましたら、積極的に農業委員会の活動に参加
し、農地の権利移転やそれらに関連する法的
問題に対して適切な助言が出来るよう、お役
に立ちたいと考え、志望しました。

非該当 なし
福岡県司法書士会
北九州支部

中谷 陽子

北九州支部会員の
指導及び福岡県司
法書士会との連絡
調整に必要な事業
並びに市民への法
的サービスの拡
充、地域へ貢献す
るために必要な事
業を行うこと

160

福岡県司法書士会
に入会し、事務所
が北九州市・中間
市・遠賀郡にある
司法書士

被推薦者は福岡県司法書士会及び北九州支部の
様々な活動に積極的に参加しており、県会理事
の役職にも就いている。また、福岡県司法書士
会の相談センター及び法テラス北九州の登録相
談員でもあり、市民からの相談に幅広く対応し
ている。よって、農業委員として活動してくれ
ることも大いに期待できるため、支部理事会の
決定により推薦することとなった。

推薦理由
（200字程度）

申込理由
（200字程度）

認定農業者
推進委員

への
応募状況

組織名 代表者名・管理者名
農業経営の状況 活動の主たる

目的
構成員

数
構成員の資格・要件No



経営形態 営農年数 耕作面積 営農類型

10 兼業 32 40 水稲

近年、私の居住地区でも高齢化により離農が
進み、基盤未整備等の耕作条件の悪い農地で
は担い手も参入せず遊休化した所がある。周
辺環境に悪影響を与えると同時に、食料生産
の基本となる農地資源の減少が危惧される。
他地区から参入した担い手の分散した耕作地
の集約、劣化した用水路等のインフラ整備も
必要である。これらの課題対応のための調整
役として活動し、作業効率の良い農業が継続
できるようにしたい。

非該当 なし 曽根中央土地改良区理事長 片山 悦男
管内の灌漑排水路
施設の維持管理

300

昭和池水系の曽根
地区、曽根新田地
区、朽網地区の水
田所有者

被推薦者は、多面的機能支払交付金の役員とし
て、農地のパトロールや用排水路の管理活動に
手腕を発揮している。また、昭和池管理人と連
携して朽網川から水田へ送水する樋門管理に従
事している。町内会長、自治連合会副会長の経
験もあり、現在朽網生産森林組合法人組織の組
合長として活動中で、地域住民からの信頼も厚
く優れた実務遂行能力を有している。

11 専業 52 147.3

水稲
露地野
菜
果樹
畜産

私が取り組んでいる東谷地区は圃場整備勉強
会、新道寺・木下地区の代表をしています。
農業委員の若手の育成も取り組んでいます。
圃場整備し、集落営農法人を立ち上げて孫の
代に残そうキャッチフレーズで頑張っていま
す。話し合いが中断していますが、令和８年
度１月話し合いするように農政と調整してい
ます。認定農業者の若手が農地利用最適化推
進委員に応募しています。１期一緒に勉強し
交代するようにします。よろしくお願いしま
す。

認定農業者 なし
東谷地区農事奨励
員会

山口 正

地域農事組合との
連携を図り組合組
織の活動支援と組
合員の農業生産性
の向上に努める

11

東谷地区各町内の
農事組合員の中か
ら選出された11名
で構成

梛野保博氏は現在農業委員を4期務められ、責
務を果たせており、その活動は感服いたしま
す。東谷地区の将来を見据えた営農環境の整備
に不可欠な圃場整備の促進にも代表者として取
り組んでいますと共に地域の担い手として農業
振興に取り組んでいます。正に農業委員に再任
していただき方として推薦します。

12 専業 32 140
水稲
花き
その他

高齢化が進み営農・作付けが困難となってる
今日、地元農業の担い手となり地域に合った
農業を推進して行きたいと思います。また県
指導農業士として得た技術・情報等を地域の
皆様に紹介し、地元の現状抱えている問題点
等を行政等に繋ぐパイプ役として活動して行
きたいと思っております。

非該当 なし
JA北九石田支店管
内農事組合

奥野 正雄 地域農業活性化活動 240 石田支店管内正組合員

清水正人氏はその実直な性格と持ち前の行動力
で地域の農業や諸活動に尽力されています。令
和7年10月20日に行われた役員会で農業委員候
補としてすることを全会一致で決定致しまし
た。

13 専業 57 3000

水稲
露地野
菜
施設野
菜
その他

農業を取り巻く環境が厳しい中、農業の高齢
化と後継者不足、担い手不足等、今後農業を
とりまく現実を受入れ、少しでも農業者が定
着出来る様、現状にあった地域計画を作成し
ていきたい。

認定農業者 なし 若松農事組合 平山 一豊 農業振興 700 ＪＡ北九組合員

若松区を代表する農業法人の代表者で、現職の
農業委員である。また、若松そ菜部等の各部会
長や農協の非常勤理事を歴任されており、特に
若松区の農業に対して尽力し大きく発展へと導
いておられる。更には、現在も受託者部会の会
長として責務を全うし、農業振興にも取組まれ
ています。以上を理由に、今期も引続き農業委
員へ推薦します。

活動の主たる
目的

構成員
数

構成員の資格・要件
推薦理由

（200字程度）
申込理由
（200字程度）

認定農業者
推進委員

への
応募状況

組織名 代表者名・管理者名
農業経営の状況

No



経営形態 営農年数 耕作面積 営農類型

14 専業 40 82

水稲
露地野
菜
施設野
菜
花き

うちの地区は高齢化が進み後継者を育てなけ
ればなりません。子供が喜んで農業を兼業で
も継ぐという気持ちを持ってもらいたいと思
います。

認定農業者 なし 若松農事組合 平山 一豊 農業振興 700 ＪＡ北九組合員

若松区を代表する数少ない女性の代表者で、水
稲・直売を主に大規模経営をしている農業者で
ある。また、地域農業者達の野菜等の取りまと
めや、野菜運搬の手助けも率先して行っていま
す。今後も地域の中心人物となり農業振興に取
組んでいくとの確認も取れております。今期も
引続き農業委員として推薦いたします。

15 専業 44 370
露地野
菜

私が今回申し込んだ理由は、現在農業委員と
して活動する中で、今農業の現場での将来に
対する不安が非常に強く思えたからです。高
齢化、後継者不足による耕作放棄地が増加す
る中で、いかに産地を維持していくのか難し
い状況に直面しています。そこで今後農業を
志す若い人たちが安心して継承できる環境を
整えるため微力ではございますが努めて参り
たいと思います。

認定農業者 なし 若松農事組合 平山 一豊 農業振興 700 ＪＡ北九組合員

若松地区の農家青年部時代から専業農家とし
て、長年にわたり農業に従事している。地域農
家にも強い影響力を持ち、先導役として地域農
業の発展へと尽力している認定農業者でもあ
る。農業者としては年齢が若い方であり、これ
から若松地区の農業が更なる発展を遂げる為に
は必要な人材だと思われる。よって、今期も農
業委員として強く推薦します。

16 専業 33 320

露地野
菜
施設野
菜

私は、長年農業に従事してきて遊休農地の増
加が地域農業の大きな課題となっていると
思っています。その課題に取り組むために、
北九州市若松地区の農家が一体となって解決
できる体制づくりを進めたいから。

認定農業者 なし 若松農事組合 平山 一豊 農業振興 700 ＪＡ北九組合員

地区の中核を担う認定農業者である。現在の年
齢は53歳で、就農歴は既に33年と長きにわたり
農業に従事している。また、申込理由や課題作
文から読み取れるように、現在の農業課題や今
後の対応等が明確に記されており、それに対す
る意気込みや熱意も非常に感じられる。この様
に、今後の地域農業の発展には世代や立場を繋
ぐパイプ役が重要なカギとなる。以上を踏ま
え、それを任せられる人物だと確信に至った
為、新たに農業委員として推薦します。

17 専業 56 180 水稲

私は楠橋の農振地域で生まれ育ちました。そ
の中で先輩のみなさんが協力して農業を続け
て来られた事を目の当たりにしています。そ
こで今度は私の番だと心に決めて地域農業の
継承発展に向け率先して活動し皆さんに少し
でも喜んで頂ける様に活躍の場として農業委
員に応募いたします。

非該当 なし 香月農事組合会 相良 美一
香月農事組合員の
農業活動に関する
こと

125 農業従事者

岩男徹さんは、唐熊地区代表として香月農事組
合会副会長、地区の水利組合長、北九州市農業
委員など多岐にわたり、地域の世話役として現
在活躍されています。更には、役員として地区
の農地集積の実績も有り今後は、地区周辺へ活
動地域を拡げ、農業の発展と遊休農地解消にむ
けての力を発揮して頂き今回推薦致します。

農業経営の状況 申込理由
（200字程度）

認定農業者
推進委員
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経営形態 営農年数 耕作面積 営農類型

18 専業 30 320 水稲

野生動物が走り回る、田１枚の面積が１０
アールほどしかない条件不利地ですが、農業
委員会、農政事務所、ＪＡ北九まちづくり整
備課等の支援で農業を続けられています。少
しずつできる事が増えた様な気がします。農
業委員として少しでも地域の為になれればと
思います。

非該当 なし 木屋瀬農事組合長 吉武 淳一 地域農業の活性化 120 地域内農業者等

農業委員を長年にわたり努められると共に、新
規就農者の相談、アドバイスをされている。
又、自ら新しい作物等を栽培実践されるととも
に、今までにない地域農業を模索されている。
これからの地域農業を考えると、この方が農業
委員に最適であると思われます。

19 専業 13 230 水稲

香月地区で３代以上続く営農家の跡を継ぎ、
農業を守って行きたい。農業は人の大切な衣
食住を担う大切な仕事であると考える。同地
区の農業を存続、発展させる為に２期務めた
亡父に続き農業委員に立候補した。又３年間
の農業委員の経験を生かしより農業の方々に
貢献したい。

非該当 なし 香月農事組合会 相良 美一 農業全般 125 農業従事者

香月地区で父母の代から農業に従事し同地区の
住民・組合員に大変信頼されている。又、日頃
から責任感が強く、すべての事柄に対し誠実に
努力する人である。年配の方から若い人まで幅
広い年代に信頼されている。様々な面で新しい
提案、発想などを持ち合わせており農業委員を
通じて地域に貢献できると考えます。
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